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研究成果概要 
 本計画では、神岡鉱山内に設置した高感度地震計、広帯域地震計、地殻変動・地下水

観測装置等のデータを、神岡宇宙素粒子研究施設のネットワーク回線を一部利用して、

リアルタイム伝送し、跡津川断層を中心とする中部日本の地震活動や地殻活動のモニタ

ーを行うことを目的としている。 
 平成２１年度は、高感度微小地震観測装置を、NTP 同期方式のデータレコーダに切り

替え、GPS 受信ができない環境下での正確な時刻スタンプをつけた地震波形データのリ

アルタイム伝送を開始した。このデータについては、現在も時刻データの信頼性のチェ

ックを行っており、必要によっては、さらなる時刻精度の向上を図る必要があるかもし

れない。 
 また，ボアホール歪計による地殻歪観測データを本計画によるネットワークを利用し

て，京都府宇治市の京都大学防災研究所への準リアルタイム伝送を開始した．地球潮汐

による歪変動や地下水の増減による季節変化などをモニターしている．さらに，2 月 27
日に発生したチリ沖の地震の際は，地震発生直後にデータを確認することができ，解析

方針の決定に役立った．地殻歪観測には長期にわたる欠測のない安定的な観測が望まし

いが，本ネットワークによるリアルタイムモニタリングは観測システムの不具合などの

迅速な発見と対処にも有効である． 
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